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イソポリモリブデン酸のラマンスペクトルの測定の結果. 7 Mo 0:-+ 8 H+ 手 M07O:i+ 4 H2 0 の溶
液内平衝がpH 7 .22 ~pH 5 .46 のモリブデン酸水溶液で見られ，ラマンスペクトルから得られる 2
種の化学種の存在比と溶液のpH値から算出された生成定数は logK=53.4:1: 0.6で，詳細な p目、滴定曲
線の解析から得られた logK=52.81 :1 0.01 に近い値が得られた。イソポリモリブデン酸の化学種と
しては，従来から知られている。 M07~4-. Mos ~6-以外に， M06 O~; の化学糧がpH 1.66 --pH 0.84 の
微酸性水溶液で少量生成する事が初めて見い出された。また， このヘキサマーがシクロヘキサノンに
選択的に抽出される事も判明した。
モリブドリン酸の系ではpH 2 ~ 1 の水溶液において. 2 種のモリプドリン酸の化学種が溶液内で平

























ると 12モリプドリン酸イオンの中の 1 ケのモリブデン酸が第百A族元素と置き換えられ対称性の悪い
多価のイオンなることを明らかにした。
村田君はこのようにモリブデン酸イオンのポリメリゼーションに関する研究を行い分析化学の基礎
となる水溶液中における化学種の溶存状態に関し新しい知見を得，あわせて新しい分析法を提案して
いる。この研究成果は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める口
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